
近
世
に
お
い
て
武
士
脳
の
土
地
所
有
は
原
則
的
に
は
あ
り
得
な
い
。
武
士
は
城
下
町
に
集
住
し
た
し
、
武
士
に
給
さ
れ
た
地
方
知
行
は
、
田

畠
・
人
畜
で
椛
成
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
知
行
所
を
所
有
支
配
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
知
行
所
を
柵
成
す
る
田
畠
・
人
畜
を
支
配
し
、
そ

こ
か
ら
地
代
と
し
て
の
貢
租
・
夫
役
を
収
取
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
知
行
所
と
云
わ
ず
蔵
納
地
と
い
わ
ず
、
土
地
所
有
権
は
領
国
主
た
る
藩

主
Ｉ
実
は
こ
れ
と
て
も
領
国
を
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、
領
国
支
配
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
Ｉ
と
、
直
接
に
田
畠
を
耕
作
し
経

営
す
る
農
民
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
土
地
永
代
売
買
の
禁
令
に
よ
っ
て
制
限
を
う
け
た
の
は
か
か
る
腿
民
の
土
地
所
有
権
で
あ
り
、

農
民
こ
そ
が
自
ら
土
地
を
売
買
・
質
入
・
譲
渡
す
る
の
で
あ
り
、
知
行
取
に
は
知
行
所
を
処
分
す
る
権
利
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
近
世
の
武
士
層
に
土
地
所
有
の
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
細
川
領
の
御
赦
免
開

（
１
）

は
、
弘
前
藩
・
萩
藩
・
福
岡
藩
・
金
沢
藩
に
お
け
る
藩
士
知
行
新
田
と
と
も
に
武
士
厨
の
土
地
所
有
で
あ
る
。

（
２
）

従
来
の
研
究
に
は
御
赦
免
開
に
言
及
し
た
も
の
は
妙
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も
一
地
域
・
一
時
期
に
限
定
し
て
お
り
武
士
側
の
土
地
所
有
形
態

と
は
捉
え
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
御
赦
免
開
を
近
世
全
期
に
お
い
て
把
握
す
る
研
究
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
本
稿
は
か
か
る
意
味
で
ま
ず
御
赦
免
開
に
関
す
る
事
実
を
素
描
し
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

溺
注
（
１
）
菊
池
利
夫
氏
『
新
田
開
発
』
、
萩
藩
の
開
作
に
つ
い
て
は
『
長
州
藩
財
政
史
淡
』
五
六
’
六
三
頁
。

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

は
じ
め
に

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

松
本
寿
三
郎



2６

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
近
世
の
開
発
地
は
、
宝
暦
地
引
合
前
の
も
の
は
古
新
地
・
御
郡
方
新
地
な
ど
新
地
方
の
名
目
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
が

（
１
）

あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
諸
開
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。
文
化
一
四
年
写
の
「
御
国
中
田
畑
畝
高
物
成
一
紙
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
要
は
そ
の
第
１
の

１
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
方
・
古
新
地
・
御
郡
方
新
地
は
石
高
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
が
諸
開
は
石
高
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
土
地
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
諸
開
に
は
第
１
の
２
表
に
示
す
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
徴
税
方

法
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
。
こ
の
諸
開
は
全
耕
地
の
二
一
％
を
占
め
て
お
り
、
と
く
に
開
主
の
権
利
が
強
い
と
い
う
点
で
本
方
（
御

蔵
納
・
御
給
知
）
と
本
質
的
に
異
な
る
。
開
地
に
お
い
て
は
鍬
下
年
季
が
定
め
ら
れ
る
と
こ
の
間
無
税
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
徳
米
銀
あ
る
い
は

上
納
米
が
課
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
額
は
本
方
に
お
け
る
年
貢
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
低
率
で
あ
っ
た
し
、
検
地
も
幾
分
ゆ
る
や
か
で
あ
っ

た
か
ら
、
村
落
に
余
力
を
蓄
え
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
１
の
２
表
の
う
ち
畝
物
と
は
野
開
の
一
種
で
畝
数
に
応
じ
て
徳
掛
け
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
畝
物
と
よ
ば
れ
た
も
の
で
、
地
引
合
に
よ
っ
て

改
め
出
さ
れ
た
も
の
も
し
く
は
畝
物
開
に
仰
付
け
ら
れ
た
も
の
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。
元
文
二
年
新
地
開
発
が
禁
ぜ
ら
れ
た
あ
と
畝
物
の
名
目

で
行
わ
れ
た
も
の
、
又
は
苅
畑
畝
物
一
年
作
に
み
ら
れ
る
切
替
畑
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
御
開
・
御
郡
間
御
開
・
御
郡
代
支
配
畝
物
開
・
槻
方

新
地
は
い
ず
れ
も
滞
の
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
干
拓
新
田
で
あ
る
。

武
士
脳
の
開
発
に
な
る
も
の
は
御
赦
免
開
・
上
り
開
・
給
人
上
畝
物
・
主
水
殿
支
配
開
な
ど
で
あ
る
。
上
り
開
と
は
上
知
な
ど
に
よ
っ
て
武

士
厨
が
身
分
を
失
っ
た
際
に
御
赦
免
開
の
特
椛
を
失
い
召
上
げ
ら
れ
る
も
の
を
云
う
。
給
人
上
畝
物
と
は
知
行
取
（
給
人
）
の
仕
立
に
よ
り
畑
地

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
２
）
戸
水
寛
人
氏
『
阿
蘇
の
永
小
作
』
（
明
治
三
十
四
年
刊
）
は
御
赦
免
開
地
に
お
け
る
地
主
と
緋
作
者
の
関
係
を
詳
述
す
る
も
、
阿
蘇
地
方
に
限
定
し

て
い
る
。
戦
後
で
は
、
森
山
恒
雄
氏
「
地
方
知
行
の
一
考
察
ｌ
肥
後
藩
初
期
の
給
知
百
姓
を
中
心
に
ｌ
」
、
蓑
田
勝
彦
氏
「
肥
後
藩
の
干
拓
新
田
」
Ｈ

（
と
も
に
森
田
誠
一
氏
編
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
』
所
収
）
、
久
武
哲
也
氏
「
近
世
肥
後
藩
の
村
落
樵
造
と
そ
の
展
開
過
程
ｌ
玉
名
郡
中
富
手
氷
を
中

心
に
ｌ
」
（
史
林
五
七
巻
二
号
）
と
く
に
森
山
氏
は
御
赦
免
開
の
私
有
物
的
性
格
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
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を
田
地
に
転
用
す
る
も
の
で
、
上
徳
米
を
給
人
の
直
所
務
と
す
る
も
の
。
主
水
殿
支
配
開
と
は
筆
頭
家
老
松
井
主
水
の
出
願
に
な
る
新
田
開
発

地
で
八
代
郡
高
田
手
永
の
内
に
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
請
薮
は
農
家
周
辺
の
薮
を
開
発
利
用
し
た
も
の
、
茶
床
・
楕
床
・
櫨
床
は
特
用
作
物
の
栽

培
に
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

（
２
）

御
赦
免
開
の
名
称
は
一
元
禄
二
年
の
「
御
赦
免
開
田
畑
畝
数
」
に
は
じ
め
て
見
え
る
。
そ
れ
ま
で
は
単
に
”
開
“
”
野
開
“
〃
新
地
開
“
と
云

（
３
）

い
、
あ
る
い
は
開
主
の
身
分
を
冠
し
て
”
御
知
行
取
開
“
〃
御
中
小
姓
開
“
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
寛
文
一
○
年
の
布
逮
に
は

一
、
新
開
之
事
、
御
知
行
取
開
申
分
は
、
従
前
々
開
取
に
被
仰
付
、
於
干
今
右
之
分
に
沙
汰
仕
候

一
、
御
中
小
姓
開
も
、
御
知
行
取
同
前
に
被
仰
付
候
事

一
、
御
切
米
開
は
田
畠
共
に
御
年
貢
上
納
被
仰
付
候
事

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

第１の１喪御国中田畑畝高（文化14）

120.64.11
●

4036.01.23半

166.44.18

721.31.06

157.00.15

第１の２表賭開の種目別面積

27.00

種 目 面 積

町畝歩
1646.87.18半

内(,:::麓

3.51.27

26.16

18,018.88.03半

畝 物

(締f納
御開

御郡間御開

野開

上り開

御赦免開

給人上畝物

御侍上畝物

謂薮

茶床､椛床､挫床

塩浜

山畑開

御郡代支配畝物開

御蔽

椴方新地

七島潟脳潟

主水殿支配開

草牟田

宇土殿知行分

計

28.87.24

168.32.03

5.99.21

68.20.00

2．１５．２１

2951.65.24

117.76.24

775.59.13

338.96.25

商 田畑

本
方
田
畑

一
鋤
恥
一

御郡方

新地

石
751,655.28738

１町畝歩
29,215.64.04

’31,027.55.05
-一一言一一一一-－－守争マー－－－－＝一一一一

23,834.29793

5,678.82586

1,503.48.15

2,751.99.21

623.32.28

235.71.22

諸 開 18,018.88.03半



者
に
は
、
田
畠
共
に
開
取
に
可
仕

地
侍
之
儀
、
右
同
然
に
て
御
座
峡

2８

…
…
…
…
…
（
中
略
）
・
…
…
…
…
．
、

、
御
百
姓
新
聞
仕
儀
、
其
所
に
随
、
手
間
懸
候
所
は
、
御
郡
奉
行
吟
味
仕
、
奉
行
所
へ
相
達
、
弐
年
・
三
年
に
て
も
、
手
間
懸
様
之
様
子

に
よ
り
、
御
年
貢
御
赦
免
被
成
、
其
翌
年
よ
り
御
年
貢
上
納
仕
候
事

と
あ
る
。
右
に
示
さ
れ
る
「
開
取
り
」
が
御
赦
免
開
で
あ
り
、
御
知
行
取
・
御
中
小
姓
と
一
領
一
疋
・
地
侍
に
開
取
が
許
さ
れ
、
切
米
取
・
御

（
４
）

惣
庄
屋
・
寺
社
に
は
百
姓
同
然
の
年
貢
上
納
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
御
惣
庄
屋
は
寛
文
四
年
に
運
上
銀
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も

（
５
）

の
で
、
貞
享
一
九
年
に
は
再
び
開
取
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
期
だ
け
百
姓
同
然
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
６
）

細
川
氏
入
国
当
初
は
百
姓
の
開
に
も
制
限
は
な
く
年
貢
も
開
畠
一
反
に
付
五
升
程
度
で
あ
り
、
ま
た
開
の
鉄
砲
衆
・
開
の
長
柄
衆
を
慨
く
な

，
（
７
）

ど
知
行
政
策
と
し
て
の
開
も
考
え
ら
れ
、
一
領
一
疋
・
地
侍
の
開
取
に
は
こ
う
し
た
軍
事
的
・
知
行
的
側
面
が
あ
る
こ
と
は
軽
視
出
来
な
い
。

在
地
勢
力
で
あ
る
一
領
一
疋
・
地
侍
に
つ
い
て
の
規
定
が
詳
細
で
あ
る
の
は
そ
の
役
割
が
在
地
軍
事
力
の
一
端
を
担
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ

（
８
）

る
。
し
か
も
、
一
領
一
疋
・
地
侍
の
開
に
は
制
限
が
あ
り
、
他
郡
で
は
そ
の
郡
の
百
姓
な
み
の
運
上
銀
上
納
を
課
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
五
町
以
上

覚
智
提
出
、
三
町
以
上
差
上
米
な
ど
の
規
定
が
あ
っ
た
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
「
御
赦
免
開
田
畑
畝
数
」
（
第
２
表
）
に
は
一
領
一
疋

（
９
）

開
が
含
ま
れ
ず
、
寛
保
一
一
一
年
（
一
七
四
一
一
一
）
の
「
阿
蘇
谷
内
牧
手
永
御
手
鑑
」
に
は
一
領
一
疋
・
地
侍
の
御
赦
免
開
し
か
記
戦
さ
れ
て
な
い
の

一
、

一一一

、、、

一
、

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

御
惣
庄
屋
開
之
儀
、
高
之
定
申
分
は
御
百
姓
並
に
御
年
貢
上
納
仕
候
、
高
無
御
座
畝
物
之
分
は
、
田
畑
共
に
御
年
貢
を
出
し
不
申
、
作

取
に
被
仰
付
候
と
も
、
近
年
は
御
百
姓
同
前
に
御
年
貢
上
納
初
仰
付
候
事

寺
社
方
開
も
、
御
百
姓
並
に
御
年
貢
上
納
被
仰
付
候
事

又
内
々
知
行
取
・
同
御
中
小
姓
開
之
儀
、
御
知
行
取
・
同
御
中
小
姓
同
様
に
被
仰
付
候
事

一
領
一
疋
之
奉
公
望
申
者
之
儀
、
其
仁
柄
御
郡
奉
行
吟
味
仕
、
書
付
を
差
上
申
峡
、
其
趣
御
家
老
中
へ
相
違
、
望
之
ご
と
く
被
仰
付
恢

者
に
は
、
田
畠
共
に
開
取
に
可
仕
旨
、
従
前
の
被
仰
出
、
今
以
其
分
に
御
座
峡
事
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こ
の
触
は
家
中
士
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
⑩
御
郡
中
の
手
開
（
御
赦
免
開
）
の
耕
作
に
は
仕
立
百
姓
が
従
事
し
て
お
り
、
②
今
迄
は
御

国
者
の
ほ
か
他
国
者
も
無
断
で
仕
立
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
が
破
認
さ
れ
、
以
後
御
郡
方
の
支
配
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
瞳
）

細
川
価
に
お
い
て
再
び
開
地
が
み
ら
れ
る
の
は
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
八
代
郡
鏡
村
新
地
築
造
に
は
じ
ま
る
後
期
干
拓
新
田
で
あ
り
、

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

｢覚根」（元禄２年）による。

へ
も
無
其
断
家
来
分
二
被
仕
圃
候
衆
も
有
之
由
候
、
他
国
者
ハ
不
及
申
、
御
国
者
二
而
候
新
百
姓
被
仕
立
候
ハ
、
御
郡
奉
行
衆
江
可
被
相

届
候
、
尤
前
廉
仕
立
二
不
被
相
断
衆
も
今
度
相
改
郡
奉
行
衆
江
可
被
相
届
候
、
其
上
を
以
宗
門
改
諸
触
等
如
御
法
御
郡
奉
行
衆
方
被
致
支
．

配
峡
間
、
左
様
可
被
相
心
得
峡
、
勿
誰
仕
立
百
姓
之
儀
二
候
得
ハ
賭
役
等
被
仰
付
二
而
無
之
候
、
此
段
組
頭
衆
者
御
組
中
へ
も
可
有
沙
汰

候

は
、
御
知
行
取
か
ら
御
惣
庄
屋
ま
で
の
御
赦
免
開
と
、
一
領
一
疋
・
地
侍
の
そ
れ
が
必
ず
し

も
同
じ
取
扱
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
相
）

百
姓
の
野
開
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
延
宝
一
一
年
（
一
六
八
四
）
に
出
さ
れ
た
が
、
同
五
年

に
は
開
地
に
適
し
た
処
は
許
さ
れ
る
な
ど
必
ず
し
も
一
貫
し
て
開
を
制
限
し
て
は
い
な
い
、

た
だ
こ
の
頃
に
は
御
赦
免
開
の
有
利
な
租
率
か
ら
百
姓
が
武
士
の
名
儀
で
開
く
こ
と
が
あ
っ

た
ら
し
く
禁
令
が
出
て
い
る
。
従
っ
て
開
発
は
専
ら
武
士
脳
に
よ
る
御
赦
免
開
に
限
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
藩
財
政
に
と
っ
て
必
ず
し
も
有
効
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
享
保
一
七
年

（
一
七
三
二
）
に
な
っ
て
家
中
手
開
は
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
ま
だ
手
開
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
元
文
二
年
に
再
度
新
地
開
発
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
御
赦
免
開
の
展
開
の
中
で
、
は
じ
め
自
由
で
あ
っ
た
御
赦
免
開
は
延
宝
五
年
以

（
Ⅶ
）

後
御
郡
方
へ
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
の
触
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
筆
巾
触
候
、
御
郡
中
二
手
開
を
仕
、
其
処
二
新
百
姓
を
仕
立
被
申
候
衆
、
今
迄
ハ
何
方

田畑

’

町反
3477.2余

田708.0余

畑2759.0余

塩浜9.0余

右之内

3157.0余

24.1余

0.6余

129.5余

165.8余

御知行取衆並御中小姓衆共

御郡医師

采女正槻御家来衆

又内之馬乗並御中小姓共

御塑庄屋



後
期
干
拓
新
田
は
大
規
模
で
も
あ
っ
た
所
か
ら
藩
・
手
永
・
な
ど
資
力
・
労
働
力
を
調
達
し
得
る
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
前
期
の
個
人
に
よ
る
御
赦
免
開
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

・
本
稿
で
は
広
く
武
士
園
に
よ
る
開
発
と
そ
の
土
地
所
有
を
検
討
す
る
と
い
う
意
味
で
御
赦
免
開
を
中
心
に
み
て
行
く
。

、
注
（
１
）
「
西
園
寺
文
書
」
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
同
じ
内
容
の
も
の
が
、
熊
本
女
子
大
学
歴
史
研
究
部
編
「
肥
後
藩
の
経
済
柵
造
」
に
所
収
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
嘉
永
四
’
五
年
の
写
で
あ
り
、
・
若
干
誤
写
も
露
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
西
園
寺
文
書
を
使
用
し
た
。

（
２
）
「
覚
帳
」
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
舵
、
永
宵
文
庫
蔵
、
森
田
誠
一
氏
編
「
原
典
に
よ
る
近
世
農
政
語
蕊
集
」
（
以
下
「
農
政
語
錐
集
」
と
略
称
）
に

引
用
す
る
「
井
地
要
略
」
（
延
宝
年
間
ご
ろ
著
述
）
に
は
御
赦
免
開
の
項
目
が
あ
り
、
「
御
侍
衆
手
開
作
り
取
之
地
方
二
而
御
座
候
一
領
一
疋
地
士
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
御
免
反
一
一
壱
升
八
合
宛
御
作
駆
料
上
納
懸
ル
」
と
あ
る
。
錐
者
所
蔵
の
「
井
地
要
略
」
に
は
こ
の
項
は
朱
華
に
よ
る
後
の
番
込
み
で
あ
る
。
後
述
の

よ
う
に
延
宝
年
間
は
ま
だ
開
取
り
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
反
に
一
升
八
合
に
な
る
の
は
宝
暦
五
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
は
後
世
の
書
込
み

か
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
は
一
応
「
覚
帳
」
を
初
見
と
し
て
お
く
。

（
３
）
御
郡
方
記
録
書

之
事
、
．
『
藩
法
集
熊

（
４
）
『
熊
本
藩
年
表
穂
」
寛
文
七
年
の
項

（
５
）
御
郡
方
御
記
録
之
面
堅
相
守
可
申
事
、
『
藩
法
築
」
四
○
八
頁

３０－

村
な
り
の
機
関
と
し
て
開
発
に
従
事
し
た
。

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
⑬
）

こ
れ
は
藩
費
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
官
築
新
地
の
系
統
に
属
す
る
御
郡
方
の
新
田
築
立
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
て
い
る
。
後
期
の
干
拓
新
田
は
い
官
築

新
地
、
②
御
内
家
開
（
御
側
開
）
、
③
士
族
開
（
御
赦
免
開
Ｉ
藩
主
の
一
門
お
よ
び
三
家
老
）
、
側
御
備
開
（
手
永
開
）
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
、

砿
か
に
明
和
五
年
中
務
少
輔
の
宇
土
郡
笹
原
村
・
上
下
新
開
村
の
緑
川
筋
開
地
願
の
不
許
可
、
明
和
六
年
一
般
武
士
へ
の
不
許
可
も
あ
り
、
ま

《
Ｍ
）

た
寛
政
四
年
一
一
月
の
開
田
畑
禁
令
な
ど
に
よ
っ
て
、
家
中
士
の
御
赦
免
開
は
み
ら
れ
な
い
が
、
蓑
田
氏
の
報
告
に
み
る
よ
う
な
鹿
子
木
弥
左
術

門
御
赦
免
開
・
小
田
藤
右
術
門
御
赦
免
開
・
徳
富
善
次
郎
御
赦
免
開
は
干
拓
新
田
の
功
労
者
で
あ
る
御
惣
庄
屋
（
あ
る
い
は
新
知
知
行
取
・
一

（
幅
）

領
一
疋
）
の
御
赦
免
開
で
あ
る
可
能
性
も
強
い
、
ま
た
葦
北
部
に
み
ら
れ
る
杉
谷
村
自
勘
開
、
白
岩
村
御
赦
免
開
・
海
浦
村
村
附
開
な
ど
の
名

称
は
村
が
主
体
と
な
っ
た
開
発
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
手
永
開
・
村
開
は
農
民
の
労
力
と
資
力
（
材
料
負
担
）
に
依
存
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
干
拓
新
田
新
の
主
力
が
農
民
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
但
し
、
彼
ら
農
民
に
は
開
発
柄
が
な
く
、
従
っ
て
手
永
な
り



二

3１

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
以
降
新
し
い
御
赦
免
開
は
許
可
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
御
赦
免
開
は
そ
の
ま
狸
武
士
層
の
手
に
残
さ
れ
た
。

そ
の
地
域
的
分
布
は
第
３
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
元
禄
二
年
の
御
赦
免
開
に
比
し
て
五
六
二
町
三
反
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
に
述
べ
た

よ
う
に
こ
れ
に
は
一
領
一
疋
・
地
侍
の
分
を
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
こ
の
点
を
考
蝋
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
手
永
手
鑑
に
よ
っ
て
一
領
一
疋
・
地

（
１
）

（
２
）

侍
御
赦
免
開
の
明
ら
か
な
分
を
あ
げ
る
と
、
阿
蘇
郡
内
牧
手
永
八
八
町
三
反
（
寛
保
三
年
）
、
小
国
手
永
一
一
一
一
一
町
三
反
（
寛
政
一
一
年
・
文
化

（
３
）

元
年
）
、
合
志
郡
竹
迫
手
永
一
五
町
八
反
（
明
治
三
年
）
が
判
明
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
一
一
一
七
町
四
反
で
あ
り
、
残
り
四
八
手
永
の
一
領
一

疋
・
地
侍
の
御
赦
免
開
を
合
せ
れ
ば
元
禄
二
年
と
の
数
値
の
差
で
あ
る
五
六
二
町
三
反
は
殆
ん
ど
埋
ま
っ
て
了
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
御
赦

免
開
は
享
保
一
七
年
に
禁
止
さ
れ
る
ま
で
は
進
行
し
た
か
ら
元
禄
二
年
の
ま
挫
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
見

て
、
「
御
国
中
田
畑
畝
高
物
成
一
紙
」
は
御
赦
免
開
が
禁
止
さ
れ
た
享
保
一
七
年
の
姿
を
止
め
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
表
に
よ

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
６
）
『
熊
本
藩
年
表
稿
』
寛
永
一
一
年
一
二
月
二
四
日
、
一
二
月
二
七
日
、
一
二
年
一
一
月
二
九
日
の
項
、
『
車
氷
十
一
年
ヨ
リ
同
十
五
年
四
月
迄
御
触
状
』

に
は
、
「
猪
牢
人
に
て
も
又
ハ
何
も
の
に
て
も
所
々
開
を
仕
度
と
申
侯
者
侯
ハ
ハ
、
何
ほ
と
に
て
も
其
主
之
手
柄
次
第
二
開
取
二
可
被
申
付
侯
、
則
開

を
給
分
二
被
遺
、
御
郡
之
鉄
泡
の
者
二
可
被
召
抱
御
意
二
候
間
、
此
段
無
油
断
可
被
仰
付
侯
事
」
（
寛
永
一
一
年
一
二
月
八
日
条
）
と
あ
る
。
藩
の
積

極
的
な
姿
勢
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）
森
田
誠
一
氏
「
近
世
の
郷
士
制
、
特
に
金
納
郷
士
の
性
格
ｌ
肥
後
藩
政
史
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
（
同
氏
編
『
肥
後
細
川
藩
の
研
究
』
所
収
）

（
８
）
書
抜
し
ら
べ
郡
府
日
紀
『
藩
法
集
』
三
二
八
頁

（
９
）
『
阿
蘇
谷
内
牧
手
永
御
手
鑑
」
熊
本
市
松
山
保
裕
氏
蔵
「
猪
覚
書
二
」
紙
背
文
瞥

（
、
）
以
下
野
開
に
関
す
る
諸
制
限
は
『
熊
本
藩
年
表
稿
』
に
よ
る

（
ｕ
）
『
細
川
家
譜
続
』
延
宝
五
年
一
一
月
三
○
日
の
条

（
旭
）
「
御
郡
方
年
系
略
紀
』
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
、
上
妻
文
庫

（
過
）
熊
本
大
学
国
史
学
科
研
究
会
「
肥
後
藩
の
八
代
新
田
開
発
’
百
町
・
四
百
町
・
七
百
町
新
地
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
熊
本
史
学
』
泌
号
所
収
）

（
皿
）
義
田
勝
彦
氏
「
肥
後
藩
の
干
拓
新
田
Ｈ
」
（
『
肥
後
細
川
藩
の
研
究
』
所
収
）

（
躯
）
芦
北
町
役
場
『
芦
北
町
誌
』
三
七
○
頁

１
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第３表知行取、地侍による開発函
”
昨
Ｉ

(1)主水殿支配地（２）菅尾手永にのみ百姓分御赦免開あり（３）給人上畝物16644畝18歩御侍上畝
物11776畝24歩（「御国中田畑畝高物成一紙」文化14年写）

御赦免開 上り開 給人上畝物 計 野開
御赦免開／

／全諸開

飽田郡

託麻郡

上 益城 郡

下､益城郡

宇土郡

八代郡

芦北郡

山本郡

山鹿郡

玉名郡

菊池郡

合志郡

阿蘇郡

南郷

小 国

久住

野津原

劉崎

反畝歩
1515.7.28

531.3.23

2078.1.04

2668.5.15半

841.6.03

3596.0.20

(1)35.1.27

152.8.22

1273.5.05

1246.8.24

4385.6.17

2093.8.21

6618.5.22

5735.7.06

6664.6.12

(2)内150.5.06

281.3.03

394.2.21

183.7.28

97.4.27

反畝歩

5.0.00

134.5.15

170.2.29

１７．２．０６

18.9.06

110.6.24

100.4.27

358.5.１５

42.0.00

177.3.09

７１．４．００

反畝歩
４．４．２７

３９４．３．１８

２５６．８．１２

１．５．１５

７３．１．０６

４１．０．１８

７２．５．０６

７１０．２．００

88.6.18

1199.3.12

反畝歩
1520.1.25

536.3.23

2607.0.07

3095.6.26半

858.8.09

3614.9.26

35.1.27

152.8.22

1275.0.20

1430.6.24

4426.7.05

2266.9.24

7687.3.07

5866.3.24

8041.3.03

281.3.06

394.2.21

183.7.28

168.8.２７

反畝歩
3243.9.24

6041.4.03

7852.2.21

2808.3.06

742.9.24

473.2.18

21.5.21

3340.6.03

2315.6.18

4543.1.18

2246.9.12

7093.5.27

1497.2.03

9993.3.12

6712.5.12

5667.7.21

1657.7.18

1375.7.15

％

４
７
７
０
１
３
４
７
４
２
８
１
９
７
７
２
８
．
９

●
■
白
■
●
■

■
●
●
●
●
●
。
●

●
●
●
●

２
６
４
２
８
８
６
幻
塑
”
霞
鉛
弱
鋤
３
６
３
５

２
１
２
１
３

計 40395.2.08半 1206.4.11 (3)2842.1.12 44443.8.01半 67091.0.24



れ
ば
御
赦
免
開
は
東
部
畠
作
地
帯
の
南
郷
・
合
志
・
阿
蘇
と
西
部
海
岸
の
玉
名
・
八
代
沿
岸
に
広
く
分
布
し
、
城
下
に
隣
接
す
る
託
麻
郡
お
よ

び
遠
隔
の
芦
北
・
小
国
・
久
住
・
野
津
原
・
鶴
崎
に
稀
で
あ
る
こ
と
が
云
え
る
。
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
は
、
武
士
層
の
経
営
（
空
地
山
野
を

見
立
て
仕
立
百
姓
を
督
励
す
る
）
の
便
を
考
え
る
と
き
欠
か
せ
な
い
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
遠
隔
地
に
御
赦
免
開
が
少
な
い
こ

と
は
十
分
説
得
力
が
あ
る
。
も
う
一
つ
の
条
件
は
対
象
と
な
る
地
域
の
開
発
状
況
で
あ
ろ
う
。
御
赦
免
開
の
権
利
を
有
し
た
と
し
て
も
す
で
に

そ
の
地
が
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
る
場
合
、
も
し
く
は
そ
の
地
の
農
民
に
十
分
な
余
力
が
あ
る
場
合
に
は
、
武
士
層
の
乗
り
出
す
余
地
が
な
い

（
４
）

か
ら
で
あ
る
。
貞
享
元
年
の
県
令
条
目
に
次
の
如
き
規
定
が
あ
る
。

一
、
在
々
空
地
吟
味
仕
つ
か
へ
無
之
所
は
立
山
立
野
立
蔽
御
赦
免
二
候
、
御
蔵
納
之
村
空
地
野
山
御
侍
中
方
立
山
立
薮
望
ミ
申
、
又
御
蔵
納

之
百
姓
も
望
申
儀
有
之
候
ハ
、
百
姓
に
立
さ
せ
可
申
候
、
又
給
人
知
之
内
つ
か
へ
無
之
空
地
御
侍
中
立
山
薮
望
数
多
有
之
時
は
、
其
村

の
給
人
江
付
、
給
人
数
多
二
而
望
之
所
壱
ケ
所
二
而
候
ハ
、
先
次
第
一
一
可
仕
候
、
井
御
給
人
知
之
内
つ
か
へ
無
之
、
其
村
之
百
姓
望
申

所
を
脇
々
と
望
申
時
は
其
村
之
百
姓
一
一
立
さ
せ
申
筈
候
事

こ
れ
は
立
山
薮
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
開
地
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
畠
で
は
蔵
納
地
は
百
姓
に
優
先
権
が
あ
り
、

給
人
知
で
は
給
人
に
、
給
人
知
の
百
姓
と
他
村
の
百
姓
で
は
そ
の
村
の
百
姓
に
優
先
権
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
勿
論
御
赦
免
開
の
仕
法
は
「
ひ

ら
き
を
見
立
申
候
衆
は
其
所
之
役
人
二
相
断
、
つ
か
へ
無
之
候
は
ひ
ら
き
可
申
」
「
田
畠
・
野
開
共
に
新
開
可
仕
所
。
杭
を
打
鍬
か
た
を
仕
候

（
５
）

と
て
も
、
其
者
其
年
開
於
不
申
者
、
脇
よ
り
開
可
申
候
、
此
段
従
前
々
被
仰
出
」
た
の
で
あ
っ
て
、
支
障
さ
へ
な
け
れ
ば
「
開
心
侭
二
可
仕
」

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
支
障
と
な
る
の
は
百
姓
に
よ
る
開
発
余
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
御
赦
免
開
を
全
諸
開
の
中
で
み
る
と
、
阿

蘇
・
合
志
・
八
代
・
南
郷
・
玉
名
の
順
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
野
開
畝
数
も
多
い
が
、
百
姓
の
み
で
は
開
発
し
き
れ
な
い
部
分
が
多
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
阿
蘇
で
は
全
諸
開
の
五
五
・
九
％
を
御
赦
免
開
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
後
述
の
阿
蘇
組
に
よ
る
開
発
も

あ
っ
た
が
、
開
発
に
お
い
て
武
士
層
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
御
赦
免
開
の
な
か
に
は
「
給
知
之
百
姓
開
明

（
６
）

け
、
表
向
は
給
人
之
願
に
て
御
赦
免
開
と
し
、
内
実
百
姓
作
り
取
に
し
た
る
も
あ
る
由
」
に
見
ら
れ
る
実
態
の
相
違
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
な

3３

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開



３４

右
の
関
係
は
、
知
行
所
と
御
赦
免
開
と
の
関
係
を
み
る
と
一
そ
う
明
砿
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
武
士
厨
が
御
赦
免
開
地
を
設
定
す
る
に
際

し
て
は
ま
ず
第
一
に
空
地
荒
野
の
情
報
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
腿
村
に
住
居
を
櫛
え
事
情
に
明
る
い
御
惣
庄
屋
・
一
領
一
疋

・
地
侍
ら
は
別
と
し
て
、
城
下
に
住
む
家
中
士
に
は
情
報
収
集
の
途
は
な
く
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
方
法
は
知
行
所
百
姓
の
支
配
を
通
じ
て
の

情
報
収
集
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
稀
に
は
郡
奉
行
（
郡
代
）
と
し
て
の
地
方
出
向
、
在
宅
と
し
て
の
地
方
居
住
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
う
し
た
意
味
で
知
行
所
と
御
赦
免
開
と
関
連
を
山
鹿
郡
中
村
手
永
に
見
た
の
が
第
４
表
で
あ
る
。

い
訳
で
は
な
い
が
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
未
申

野
開
優
先
の
開
発
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

咽
Ⅲ
】

Ｌ
田
’
一

叶
踊 顎

や
鰯

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

田
，
館
則
，
僧
鋼

出
召
“
言
嬰
“
ｌ
茸
“
創
三
”
馳

防
三
宙
言
廿
、
一
〆
闇
冨
嗣
櫓

罰
“
電
翻
“
応
助
三
“
翻
蔑

写
，
旺
汁
（
津
田
）
※
樟

一
般
的
傾
向
と
し
て
未
開
発
地
を
多
く
抱
え
て
い
る
地
域
に
よ
り
多
く
の
御
赦
免
開
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
原
則
的
に
は

醗
生
軒
鴎 Ｅ

厨
製
丹
載
州
勢
ｓ
蜜
載
剖
什
酋
簿
融
詔
・
露
噸
謡

懲
繍
駕
熱
稽
講
蕊
輪
蕊
蕊
請
蝋

叶骨

謡

輔
罰
叶
鈴
霊
亜
）
，
Ｉ
卦
急
詩
川
・
卿
鹸
端
，
Ⅷ
町
１
１
丹

罫
詞
“
曹
頴
“
嗣
耽
三
“
矧
露
〃

圃
茸
〃
国
外
（
契
田
）
※
樟

画
創

計
索
田

“
の
、
画
。
。
つ

滞
餓
〃
鮮
鯛
〃

梓

０３

８

』
“
。
“
。
。
、

００

ｰ

急

］
。
。
、
．
。
○

の
○
・
画
。
］
、

＝

］
・
の
．
。
。

】
。
、
。
。
。
画
胃

片
琶
糾
田

一
難
雪

一
獅
幅
〃
唾
諦
〃

片
噸
恥
命

卦卦
叫叫

田
号
“
喬
嬰
“
ｌ
茸
“
鮒
三
”
廟

弛
誇
諦
標
準
蝿
餅
騨
証

茸
）

』
・
つ
の

（
１
鉢
罫
川
湘
葺
）

い
い
『
。
】
。
。
。

］
、
。
画
。
唖
公

茸
鹸

宮
司
割

雪
簿
静
謡

曽
建
詠
謡

頚
踊
謡



5．２．２４

９．１．００

27.7.06

３．４．１２

1．３．１８

里逼塞三遷旦異わ岬届穏誤藍

、
”

4．２．００谷貞次郎

(－村弥三兵衛)､益田弥一右術門､鈴木平十郎
綴綴職輔田
香山､松山､松崎

49.8.18

69.7.27

田
生
田
塚
田

癖
吉
吉

下
蒲
上
名
下

ｌ
‐
Ｉ

９．７．２７

１３３．６．０３

鯛編蒙磯?漂雛鵠多伝､鈴木平十郎､平
有吉大膳有一長坂､中山､菅沼

山戸瀬左衛門､筑山彦右衛門､寺井十次郎、有一菅沼､平川

有吉

梶原､岩間､一宮､永屋､森
本､(熊谷）

糾寮田､八木田､小林、
山名※４

(志水）

長谷川､筑紫､小山､白木

吉田、（志水）

浜田､堀尾､山名､三野

落合､安井､有吉､佐藤、
(上田）

堀尾､真野､有吉

柏原､可児､野々口､朽木

吉田､高瀬､岩間､額田､落
合､中村､小島､末松、（都
甲､小倉）

大木

野田､益田

大木

鳶鞭舗)原､原田、

12.3.24

７１．６．２７

30.1.06

15.4.18

165.7.00

橋
橋
濁
袋
原
田
仙
田

高
内

高
下
庄
石
津
久
今
霊
上

騨
識

志
志

測
測

一
一
一
一
一
一

’

’ 三測志津摩

三津志津摩

北垣惣蔵､妻木疑十郎､佐藤仙右術門､有吉大膳､有一原田、
星野

野田伊兵衛､有吉大膳､有一葛西､長坂､菅沼

北垣惣蔵､有吉大膳､有一原田､吉野

宮本伝右衛門､中村玄馬

８．４．００

５．４．２７

２９．１．０６

４２．１．０９

１２．７．０６

１１．５．００

18.8.06

22.2.12

36.7.06

57.9.12

長谷

五郎丸

相良

太 田

下内田

大木舎人

益田弥一右衛門

大木舎人､原源右衛門

原源右衛門､長一斉藤※３

３．５．００

５．１．００

１０．４．２１

１０．２．００

26.5.24



罫
蚤
報
細
“
詳
頚
〃
（
餅
診
叫

一
一
一
）

ゴ
コ
．
取
妨
三
・
Ｅ
丹
“
醐
茸
“

欝
人
叫
三
）

3６

山
鹿
郡
中
村
手
永
は
現
高
一
七
九
三
九
石
余
で
そ
の
う
ち
給
知
は
八
七
％
を
し
め
て
お
り
、
全
村
蔵
納
の
村
は
す
べ
て
山
間
部
の
村
で
あ

る
。
菊
池
川
右
岸
の
古
く
か
ら
開
け
た
所
で
天
正
検
地
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
郷
帳
高
か
ら
殆
ん
ど
伸
び
て
お
ら
ず
現
高
は
細
川
領
全
域

で
は
五
四
万
石
か
ら
七
五
万
石
へ
と
三
八
％
の
伸
び
を
示
す
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
僅
か
八
％
し
か
伸
び
て
い
な
い
。
す
で
に
開
発
が
相
当

（
８
）

進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
野
開
七
四
町
余
、
御
赦
免
開
六
九
町
余
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
第
４
表
に
よ
れ
ば
御
赦
免
開

を
知
行
所
の
村
に
設
定
す
る
比
率
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
云
え
な
い
が
、
近
隣
の
も
と
同
一
の
村
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
村
を
単
位
（
表
の
村

名
を
ｒ
ｌ
で
示
し
た
）
と
し
て
み
れ
ば
半
数
近
く
が
知
行
所
と
の
関
連
あ
る
こ
と
に
な
る
。
山
鹿
郡
内
に
知
行
所
を
有
す
る
者
も
関
連
あ
る

と
考
え
る
な
ら
ば
過
半
数
は
郡
内
に
知
行
所
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
開
主
三
四
人
の
う
ち
一
六
人
は
全
く
関
係
な
い
も
の
で
あ

る
。

画
．
四
ｏ
い
『

①
②
、
。
、
。
】
、
一
『
企
②
、
の
。
唖
今

－

j~蕊
冷静､，

※
】
宮
司
副
ｅ
霊
Ｓ
（
）
再
冷
宮
※
画
菌
薄
識
謡
ｅ
蓋
ｅ
（
）
葬
什
ご
謡
郎
凱
叫

※
“
卦
奔
卦
叫
汁
露
即
再
嗣
函
図
鴎
Ｓ
劉
粥

※
心
Ｅ
鹸
願
作
川
望
餅
穂
弼
再
コ
ー
シ
罫
劇
針
小
※
載
的
ｅ
雪
Ｓ
ｒ
Ｌ
両
茸
好
Ｓ
謝
尚
詳
離
引
叫

海
軍
〃
宮
司
剖
碑
「
語
騒
謎
汁
醗
」
〃
許
雪
・
曽
薄
詠
謡
・
翠
廟
謡
奔
「
丹
茸
州
舜
酋
剰
詳
州
醗
」
一
八
貯
配

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

耽勲＞

樫
の
。
］
。
】
画

］
唖
。
の
。
。
②

心
．
。
。

雄
覇
“
載
片
ク
ラ
識
“
刺
茸

〆
官
命
計
識
謡
・
藤
田
張
計
蕊
謡

汁
升
恥
ン
“
計
共
俳
計
葺
囲

計
笑
俳
計
葺
謡



注
（
１
）
前
出
「
阿
蘇
谷
内
牧
手
氷
御
手
鑑
」

3７

つ
ぎ
に
同
手
永
で
最
も
御
赦
免
開
が
集
中
し
て
い
る
古
閑
・
方
保
田
・
蒲
生
の
三
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
三
村
に
は
中
村
手
永
御
赦
免

開
の
七
九
％
に
当
る
五
五
、
二
町
、
延
三
一
名
の
開
主
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
延
一
一
名
は
同
郡
に
知
行
所
を
有
し
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
農
民
の
請
野
開
に
数
倍
す
る
御
赦
免
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
開
発
の
時
期
に
よ
る
と
思
わ
れ
腿
民
に
開
発
余
力
が
な

〆
～
』

く
空
地
荒
野
の
ま
樫
残
さ
れ
て
い
た
原
野
が
脚
光
を
あ
び
て
、
武
士
届
が
殺
到
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
讃
談
帳
」
に
は
元
禄
一
一
一
一
年
古
閑
村
開

地
を
一
村
弥
三
兵
衛
に
譲
渡
し
た
沼
四
郎
右
衛
門
の
開
地
経
営
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
沼
家
は
親
の
代
か
ら
譜
代
の
家
臣

白
石
又
四
郎
を
派
遣
し
て
耕
作
さ
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
譜
代
家
来
の
派
遣
は
他
に
例
も
あ
り
、
御
赦
免
開
地
経
営
の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
三
村
で
も
そ
う
し
た
経
営
が
と
ら
れ
た
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
。

山
鹿
郡
中
村
手
永
の
例
で
は
御
赦
免
開
は
知
行
所
お
よ
び
そ
の
近
隣
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
知
行
所
で
な
く
と
も
設
け
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
、
こ
ふ
で
は
何
ら
か
の
方
法
で
情
報
が
拡
が
り
、
多
く
の
武
士
層
が
集
中
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
が
細
川
領
に
お
け

（
”
）

る
普
遍
的
な
形
態
か
ど
う
か
は
、
今
後
さ
ら
に
事
例
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
続
細
川
家
譜
」
は
、
開
地
と
知
行
所
と
の
関
係
の
一
端
を

（
、
）

示
し
て
い
る
し
、
文
化
十
二
年
の
「
勘
定
所
日
記
」
は
開
地
の
労
働
力
を
知
行
所
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

あ
り
、
こ
う
し
た
処
で
は
「
給
人
名
儀
に
』

く
存
在
し
て
お
り
、
近
隣
で
あ
る
だ
け
に
垂

関
係
が
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

知
行
所
に
御
赦
免
開
を
有
す
る
も
の
の
中
に
は
、
三
洲
志
津
摩
知
行
所
石
測
村
・
津
袋
村
の
よ
う
に
胆
民
に
よ
る
話
野
開
が
全
く
な
い
処
が

り
、
こ
う
し
た
処
で
は
「
給
人
名
儀
に
よ
る
百
姓
開
」
が
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
同
人
知
行
所
高
橋
村
で
は
諦
野
閲
が
は
る
か
に
広

存
在
し
て
お
り
、
近
隣
で
あ
る
だ
け
に
両
者
の
相
違
を
指
摘
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
一
般
的
に
云
っ
て
知
行
所
と
御
赦
免
側
と
は
密
接
な

（
２
）
「
北
里
手
氷
手
鑑
」
（
熊
本
女
子
大
学
歴
史
研
究
部
編
『
肥
後
藩
の
農
村
櫛
造
」
所
収
）

（
３
）
「
竹
迫
手
氷
手
鑑
」
菊
池
郡
合
志
町
斉
藤
史
朗
氏
蔵

（
４
）
御
惣
庄
屋
十
ケ
条
県
令
条
目
『
藩
法
集
」
四
○
八
頁

（
５
）
寛
永
年
以
後
郡
中
法
令
「
藩
法
集
』
一
八
二
頁

（
６
）
「
田
賦
考
」
「
日
本
経
済
大
典
三
八
巻
』
、
「
農
政
語
蕊
集
』

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開



三

3８

延
宝
五
年
御
赦
免
開
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
以
後
「
田
畑
ひ
ら
き
地
…
…
其
給
人
之
働
二
而
仕
立
慨
被
申
候
分
者
、
如
前
々
其
給
人

（
１
）

方
支
配
仕
、
可
被
致
所
務
候
事
」
と
開
主
の
支
配
地
Ⅱ
私
有
地
と
し
て
の
保
障
を
う
け
な
が
ら
も
、
御
郡
方
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

（
２
）

「
開
之
儀
は
年
々
相
改
、
其
懸
り
之
御
惣
庄
屋
よ
り
開
主
の
印
形
を
取
相
達
」
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
が
「
御
赦
免
開
加
印
帳
」
で
あ

る
。
こ
れ
以
後
御
赦
免
開
に
関
す
る
事
務
は
御
郡
方
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

藩
財
政
の
窮
迫
と
と
も
に
当
初
開
取
で
あ
っ
た
御
赦
免
開
に
も
反
懸
米
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
初
見
は
延
享
四
年
一
二
月
の

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
（
３
）

「
白
金
作
事
料
と
し
て
、
一
一
ノ
ロ
米
並
び
に
、
本
方
・
新
地
・
家
中
赦
免
開
に
、
五
ヶ
年
間
反
懸
米
を
徴
す
」
。
（
傍
点
筆
者
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
延
享
二
年
二
月
の
江
戸
火
災
に
よ
り
白
金
御
屋
政
が
類
焼
し
た
た
め
、
そ
の
再
建
費
用
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
予
定
で

は
五
ケ
年
間
に
限
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
二
年
八
月
に
至
っ
て
、
「
在
中
へ
反
懸
之
上
納
被
仰
付
、
未
年
迄
一
一
て
年
数
も
相
済
候
得
共
、

（
４
）

夫
々
御
作
事
も
相
済
不
叩
、
外
二
御
手
当
無
之
、
龍
口
御
屋
敷
万
一
之
御
事
も
有
之
節
御
引
除
之
御
屋
形
無
之
…
：
．
尚
又
乍
此
上
相
納
候
棟
」

と
の
連
が
出
さ
れ
、
改
め
て
御
蔵
納
Ｑ
御
給
知
は
今
迄
の
半
分
、
新
地
・
野
開
は
今
迄
通
り
、
御
家
中
其
外
御
赦
免
開
は
今
迄
の
五
割
増
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
数
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
５
）

山
田
畑
畝
数
六
万
三
千
五
百
六
十
町
余

此
米
三
千
七
百
十
石
余

反
二
六
合
宛

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
８
）
「
山
鹿
郡
蔵
納
手
鑑
」
（
熊
本
女
子
大
学
歴
史
研
究
部
編
『
肥
後
藩
の
漫
業
椛
造
』
所
収
）

（
９
）
「
識
談
根
」
元
禄
皿
年
３
月
’
４
月
の
項
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
、
永
青
文
庫

（
、
）
次
節
注
２
参
照

（
ｕ
）
「
先
例
略
記
」
御
知
行
の
部
に
引
く
、
文
化
十
二
年
勘
定
所
日
記
に
「
其
上
御
知
行
村
其
外
所
々
御
開
地
受
持
居
候
者
共
茂
、
巳
前
者
御
蔭
を
以
、

結
構
二
渡
世
仕
来
居
申
侯
様
子
御
座
候
…
…
」
と
あ
る
。



畝
合
七
万
二
千
二
十
町

米
合
四
千
九
百
十
石
余

3９

こ
の
う
ち
伽
は
御
蔵
納
・
御
給
知
で
あ
り
、
③
赦
免
開
は
五
割
増
と
な
っ
て
反
に
一
升
八
合
と
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。
従
っ
て
延
享
四
年
の
反

懸
米
は
他
の
地
目
と
同
じ
く
反
一
升
二
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
反
懸
米
は
御
蔵
納
・
御
給
知
・
新
地
方
に
つ
い
て
は
、
五
ヶ
年
の
年
限
が
来
た
宝

暦
五
年
秋
に
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
御
赦
免
開
に
つ
い
て
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
江
戸
御
作
事
料
の
名
目
で
、
五
割
増
の
反
別
一
升

八
合
の
ま
樫
で
幕
末
ま
で
本
方
納
と
し
て
恒
常
的
に
徴
収
さ
れ
、
藩
財
政
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
享
和
二
年
の
御
銀
所
預
潰
に
際
し
て
在
中
に
寸
志
上
納
が
命
ぜ
ら
れ
た
際
に
、
御
赦
免
開
も
反
別
一
升
五
合
宛
三
年
間
の
別
段
寸

志
上
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
寸
志
は
文
化
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
反
懸
米
あ
る
い
は
反
懸
寸
志
は
藩
財
政
窮
乏
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
在
中
に
お
け
る
本
方
・
新
地
と
時
を
同
じ
く
し
て
徴
収
さ
れ
る
点
に
、
御
赦
免
開
と
し
て
武
士
層
に
よ
る
地
主
的
経
営
の
側
面
を
認

め
つ
掻
も
郡
方
に
よ
る
把
握
と
課
税
の
側
面
を
併
せ
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
御
赦
免
開
は
、
享
保
一
七
年
手
開
が
禁
止
さ
れ
た
後
で
も
、
そ
れ
ま
で
に
開
と
し
て
登
録
さ
れ
た
分
は
、
武
士
厨
の
手
許
に

（
６
）

あ
っ
た
。
そ
の
経
営
は
「
御
給
人
衆
手
開
井
出
高
に
て
も
其
給
人
造
作
を
仕
、
自
分
二
仕
被
申
分
ハ
其
給
人
之
支
配
」
「
田
畑
手
作
被
仕
候

（
７
》

も
、
出
作
二
作
せ
慨
候
分
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
中
士
と
し
て
の
職
務
に
あ
る
知
行
取
・
中
小
姓
は
在
宅
す
る
以
外
に
は

（
８
）

直
接
経
営
す
る
余
裕
は
な
く
、
譜
代
家
来
を
開
所
見
締
と
し
て
現
地
に
派
遣
し
て
耕
作
さ
せ
た
。
合
志
郡
住
吉
村
で
は
知
行
取
宮
崎
市
十
郎
が

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

②
同
千
九
百
乍

此
米
五
百
八
十

右
新
地
郡
方
開
畝
物
共
一
一

③
田
畑
三
千
四
石

赦
免
開

反
二
一
升
八
合

三
千
四
百
五
十
町
余

此
米
六
百
二
十
石
余

千
九
百
七
十
町
余

五
百
八
十
石
余

反
一
一
一
升
二
合
宛



肥
後
細
川
領
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第５表 財津庄大夫竹迫手永三万田村開所百姓 非
人
教
悦
の
梓
岩
之
助
（
北
尾
久
助
’
一
六
才
）
を
開
所
百
姓
に
仕
立
よ
う
と
し
て
断
ら
れ
、
一
領
一
疋
に
仕
立
て
家
来
分
と
し
て
派
遣
し

た
。
そ
の
際
「
当
年
中
二
茂
開
所
江
遣
度
候
得
共
当
分
作
せ
申
開
地
之
心
当
無
之
候
間
、
出
作
二
遺
置
候
開
地
を
取
返
し
而
来
春
方
作
せ
候
様

一
一
可
仕
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
山
鹿
郡
古
閑
村
で
も
沼
四
郎
左
衛
門
は
親
の
代
か
ら
譜
代
家
来
を
見
締
と
し
て
派
遮
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
見
締
と
し
て
派
遮
さ
れ
た
譜
代
家
来
は
身
分
上
は
武
士
に
属
す
る
と
し
て
も
、
実
態
と
し
て
は
開
所
農
民
と
同
じ
存
在
で
あ
っ
た
。
開
地
が

（
９
）

広
範
囲
に
わ
た
る
処
で
は
仕
立
百
姓
が
置
か
れ
て
い
る
。
財
津
庄
大
夫
は
合
志
郡
三
万
田
村
に
一
八
町
一
二
反
五
畝
三
歩
の
御
赦
免
開
を
所
持
し

（
９
）

て
い
る
。
財
津
庄
大
夫
は
合
志
郡
三
万
田
村
に
一
八
町
一
一
一
反
五
畝
一
一
一
歩
の
御
赦
免
開
を
所
持
し

て
い
た
が
、
そ
の
耕
作
者
は
仕
立
百
姓
彦
七
以
下
一
二
名
で
あ
り
、
三
万
田
村
ほ
か
七
力
村
か

ら
の
出
作
で
あ
っ
た
（
第
５
表
）
。
仕
立
百
姓
彦
七
は
開
所
見
締
を
兼
ね
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

出
作
と
し
て
耕
作
に
従
事
し
た
農
民
は
、
こ
の
開
所
の
耕
地
を
下
作
し
、
開
主
庄
大
夫
に
徳
米

（
年
貢
米
）
を
納
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
検
地
帳
に
記
戦
さ
れ
た
耕
作
者
で
あ
っ
た
。
文
政
二

（
、
》

年
阿
蘇
郡
長
原
村
の
岡
俊
助
御
赦
免
開
に
は
十
七
竃
の
仕
立
百
姓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一
、
岡
俊
助
内
牧
手
永
長
原
村
御
赦
免
開
一
一
仕
立
百
姓
十
七
寵
之
内
、
此
節
九
通
無
苗
一
一
而

譜
代
家
来
召
抱
直
二
開
所
二
差
置
度
願
二
相
成
候
処
、
難
叶
、
尤
人
数
三
人
限
開
所
見

締
差
置
候
儀
ハ
不
苦
、

こ
の
開
地
の
規
模
は
判
ら
な
い
が
、
一
村
を
も
形
成
す
る
よ
う
な
処
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、

九
寵
の
譜
代
召
抱
が
拒
絶
さ
れ
た
の
は
、
「
仕
立
者
之
儀
影
踏
も
い
た
し
、
村
人
数
同
断
之
取

計
一
一
付
、
ケ
様
之
儀
不
苦
候
而
ハ
往
々
開
地
一
一
而
一
村
を
も
立
候
様
之
仕
立
之
者
、
追
々
人
数

放
い
た
し
候
様
有
之
候
而
ハ
、
所
柄
弊
害
一
一
も
相
成
候
為
」
で
あ
っ
た
。
文
政
年
間
に
は
本
方

百
姓
と
同
じ
よ
う
に
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

本
百
姓
が
蔵
納
・
知
行
地
を
耕
作
し
て
年
貢
を
負
担
し
た
よ
う
に
、
仕
立
百
姓
は
開
主
の
土

村名 仕立百姓 出作百姓

田
町
間
米
園
閑
塚
江

万
佐
古

三
甲
夜
久
宮
新
大
高

彦七 加助、新助、左助、徳右衛門、新兵術

淵
七、惣左衛門、清七、助之允、久四郎、
右衛門

長兵術、半七、加助

千助、文四郎､.助右衛門

助右衛門、徳兵衛

少右衛門、梅助

久助、少右衛門

助之允



（
制
）

（
そ
の
一
）
質
地
証
文

4１

乙
姫
道
端
三
拾
四
枚
見
面
弐
反
七
畝

一
田
本
畝
壱
反
八
畝
吉
良
平
兵
術
殿
御
赦
免
開
鍬
先
清
衡

反
掛
り
上
納
米
六
升
弐
合
四
勺

御
年
貢
米
九
斗

質
銭
丁
銭
壱
万
四
千
文
但
七
拾
文
銭
ニ
メ
弐
百
目
也

●

右
ハ
私
儀
御
上
納
方
指
支
才
覚
之
手
立
無
御
座
候
付
、
右
之
田
七
年
限
之
質
二
召
置
質
銭
壱
万
四
千
文
憧
二
受
取
御
上
納
方
相
勤
申
候
、
然

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

上
ハ
反
掛
り
上
納
米
井
御
年
貢
御
勤
御
作
被
成
候
、
尤
年
季
之
内
受
申
間
敷
く
、
年
季
過
候
而
も
元
銭
指
立
不
申
内
ハ
何
ケ
年
二
而
も
御
返

有
間
敷
、
年
季
過
候
而
元
銭
差
立
申
候
ハ
、
無
異
儀
御
返
シ
被
下
御
約
束
に
御
座
候
、
右
之
地
方
二
付
何
方
方
も
構
出
入
無
御
座
候
、
為
証

拠
旦
那
裏
書
割
印
申
請
五
人
組
合
連
判
之
証
文
仕
置
申
所
如
件
、

地
の
耕
作
権
を
所
有
し
ｙ
開
主
に
対
し
て
年
貢
（
定
徳
米
）
を
上
納
し
た
。
而
し
て
耕
作
者
の
土
地
に
対
す
る
権
利
は
蔵
納
地
に
お
け
る
本
百

姓
の
所
有
権
と
同
じ
く
、
年
貢
に
差
支
え
る
と
そ
の
土
地
を
質
入
・
談
渡
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
証
文
を
例
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

吉
良
平
兵
衛
内
質
地
主喜

三
術
門

右
同
断
請
人

屯
左
衛
門

同

明
和
二
年
酉
二
月



受
人
下
原

２

（
裏
書
）
・

表
書
之
田
地
手
前
御
赦
免
開
紛
無
御
座
候
、
尤
其
方
江
質
二
召
慨
申
儀
少
も
支
無
之
候
、
年
々
反
掛
り
米
井
年
貢
米
無
滞
相
勤
申
候

得
ハ
此
方
方
何
之
故
障
も
無
御
座
候
、
為
後
日
之
裏
瞥
致
判
腫
候
所
如
件

明
和
二
西
ノ
ー
一
月

吉
．
良
平
兵
術

北
里
安
兵
衛
殿

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

北
里

小
国
中
原
村

安
兵
術
殿

武
兵
術
殿

同同同

藤 八加嘉村幸

十
仁
助助 助 八肋



小
国
中
原
村

吉
良
万
次
郎
殿
御
赦
免
開
．
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草
原
山
田
数
弐
拾
六
枚
百
八
拾
八
番

一
田
壱
反

畝
．
吉

・
定
徳
米
六
斗

（
枢
》

（
そ
の
一
一
）
永
々
識
鐙
文

右
者
私
儀
御
年
貢
差
支
才
覚
之
手
立
御
座
な
く
候
二
付
右
之
田
識
渡
代
銀
受
取
御
年
貢
方
二
指
立
申
候
、
然
上
は
永
々
共
御
元
６
反
掛
御

年
貢
御
勤
御
作
り
可
被
成
候
、
尤
右
之
地
方
二
付
何
方
方
も
構
少
茂
無
断
座
候
、
後
年
為
証
拠
之
請
人
差
立
吉
良
万
次
郎
殿
裏
印
を
取
永

々
譲
証
文
調
進
置
申
所
、
如
件

享
和
三
年
二
月

永
草
村
譲
主

辰
平

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

狩
尾
村

辰
幸

同
村
受
人

武
兵
術
殿

殿

同
村

七
．
⑳

右武弥廻武

右同

術

門 助

⑳ ⑳

源



紙
面
之
通
相
違
無
之
加
印
致
置
候
、
以
上

一“－画

そ
の
一
で
明
ら
か
な
よ
う
に
質
地
主
喜
三
衛
門
は
開
主
吉
良
平
兵
衛
の
承
認
の
も
と
で
外
輪
山
を
越
え
た
小
国
の
北
里
安
兵
衛
ら
に
耕
作
梅

を
質
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
開
主
は
反
懸
米
と
年
貢
米
を
支
払
う
者
で
あ
れ
ば
、
耕
作
者
が
代
っ
て
も
支
障
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
二

は
御
赦
免
開
耕
作
権
を
譲
る
も
の
で
あ
る
が
、
開
主
吉
良
万
次
郎
は
こ
れ
を
も
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
御
赦
免
開
に
お
け
る
耕
作
権
は

仕
立
百
姓
に
属
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
質
入
・
譲
渡
の
事
例
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
い
く
ら
で
も
例
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
質
入
・
譲
渡
は
御
赦
免
開
耕
作
者
の
内
部
で
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
御
赦
免
開
の
所
属
を
こ
え
て
か
な
り
自
由
に
な
さ
れ
て
い

て
い
る
こ
と
は
（
吉
良
文
智
）
、
御
赦
免
函

委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

耕
作
権
の
質
入
・
譲
渡
が
多
く
家
代
嘉
仁
助
宛
に
な
さ
れ
、
ま
た
家
士
届
の
御
赦
免
開
の
場
合
で
も
帳
元
・
家
代
の
裏
印
に
よ
り
保
障
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
（
吉
良
文
智
）
、
御
赦
免
開
が
開
主
に
と
っ
て
得
分
を
確
保
す
る
だ
け
の
存
在
と
な
り
、
現
実
の
経
営
は
家
代
・
譜
代
家
来
に

る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

御
赦
免
開
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
質
入
・
譲
渡
は
開
地
の
所
有
権
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
田
開
壱
反
弐
畝
弐
拾
四
歩

●
肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
裏
書
）享

和
三
年
二
月

（
咽
）

証
文

辰
平
殿

内
田
手
永
江
田
村

吉
良
万
次
郎
⑳



貢
畑
開
三
反
七
畝
拾
壱
歩

此
代
銭
三
拾
八
賃
目
但
七
拾
文
銭
也

右
者
内
田
手
永
於
上
江
田
村
私
所
持
之
御
赦
免
開
地
、
今
度
依
御
相
談
本
行
之
銭
辻
億
二
受
取
永
年
御
餓
渡
申
候
処
実
正
也
、
然
上
者
右

開
地
御
諦
取
御
勝
手
二
可
被
成
御
取
扱
候
、
右
開
地
後
年
共
二
御
所
望
等
之
御
相
談
仕
間
敷
御
約
束
二
御
座
侯
、
勿
論
何
方
方
茂
柵
出
入

少
茂
無
御
座
峡
、
為
其
鍍
認
文
進
慨
申
所
如
件

4５

こ
れ
は
御
赦
免
開
の
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
御
赦
免
開
は
暇
・
病
死
・
武
士
身
分
の
喪
失
に
よ
っ
て
収
公
さ
れ
上
り
開
と
な
っ

（
Ｍ
）
・

て
相
応
の
徳
米
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
実
に
は
次
の
如
き
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
。

元
禄
三
年
二
月
佐
藤
安
大
夫
死
亡
、
作
せ
被
置
候
野
開
銀
一
四
○
目
御
惣
庄
屋
取
立
、
翌
年
五
月
安
大
夫
母
妹
に
下
さ
る

同
年
奥
田
藤
次
郎
開
徳
米
等
死
去
巳
後
藤
次
郎
妻
へ
下
さ
る

元
禄
一
○
年
八
月
村
上
平
内
暇
、
父
吉
入
に
扶
持
拝
領
に
つ
き
渡
下
さ
れ
、
吉
入
死
亡
、
二
男
宇
太
郎
扶
持
拝
領
に
つ
き
渡
下
さ
る

元
禄
一
○
年
二
月
其
子
跡
目
下
さ
れ
ず
候
共
、
御
中
小
姓
段
召
仕
ら
る
儀
二
候
ハ
、
、
立
山
開
地
相
渡
し
候
様

元
禄
一
二
年
九
月
小
林
椛
之
丞
病
死
、
嫡
子
勝
之
進
扶
持
拝
領
に
つ
き
渡
下
さ
る
、
勝
之
進
死
亡
に
よ
り
上
り
開
に
な
る
も
、
祖
父
包
鉄

扶
持
拝
領
に
つ
き
渡
下
さ
る

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

平
左
術
門
殿

才
助
殿

天
保
十
四
年
正
月
廿
八
日

村
上

一
瀬

南
関
手
永
一
領
一
疋

戸
田
民
助
⑧



4６

吉良家における御赦免開第６表

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

正
徳
三
年
三
月
北
里
次
郎
左
術
門
自
害
、
嫡
子
北
里
多
門
扶
持
拝
領
に
つ

き
渡
下
さ
る
。

御
赦
免
開
鍍
と
し
て
宝
永
五
年
七
月
に
御
中
小
姓
来
海
善
大
夫
が
菊
池
郡
下
河

（
幅
》

原
村
な
ど
三
村
の
田
隅
圭
ハ
町
九
反
余
を
壱
岐
殿
内
園
田
三
郎
兵
衛
に
譲
渡
し
て
い

る
が
、
こ
れ
な
ど
古
い
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
「
双
方
よ
り
之
差
出
を
以
帳
面

を
直
、
園
田
三
郎
兵
衛
開
と
記
録
」
を
訂
正
し
て
い
る
。
宝
暦
二
年
六
月
に
御
郡

方
に
御
赦
免
開
根
帳
が
作
成
さ
れ
る
と
、
譲
渡
は
当
事
者
同
士
の
「
内
密
取
交
証

文
」
で
は
正
式
な
も
の
と
な
り
得
ず
、
「
根
譲
願
二
相
成
候
節
ハ
其
段
筋
々
御
達

（
略
）

有
之
候
二
付
、
会
所
・
村
方
帳
面
共
二
当
主
之
名
前
二
直
方
仕
」
る
の
が
正
規
の

手
続
で
あ
る
。
御
赦
免
開
は
身
分
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
元
禄
一
二
年
一
領
一
疋

（
”
）

・
地
侍
は
一
二
町
以
上
の
所
持
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
阿
蘇
郡
内
牧
手
永
で
は
寛
保
三

年
二
二
町
余
を
所
持
す
る
吉
良
平
兵
術
を
は
じ
め
五
町
以
上
所
持
す
る
一
領
一
疋

が
四
人
い
る
。
一
値
一
疋
・
地
侍
の
場
合
、
家
産
蓄
蔽
の
す
べ
て
を
御
赦
免
開
に
求

め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
有
利
な
地
主
的
経
営
を
行
な
う
こ

と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
家
産
の
拡
大
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。
右
の
吉
良
家
で
は
他
の

一
領
一
疋
・
地
侍
や
家
士
層
の
御
赦
免
開
を
取
得
し
、
幕
末
に
は
可
な
り
の
地
主
に

成
長
し
て
い
る
。
今
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
御
赦
免

（
旧
）

開
の
取
得
は
お
よ
そ
第
６
表
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
方
・
新
地
の
取
得
に

際
し
て
の
資
本
が
御
赦
免
開
経
営
か
ら
生
じ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

、 年月日 当主 所在地面秋 備 考

羽
調

５
１

１

１

寛保３．９

宝暦6.12．

文化４．６

〃８．７

〃12.10．

文政８．２

弘化５．３．

安政３．２

万延元.10.

吉良平兵術
〃

吉良小十郎

〃

〃

〃

吉良幾太郎

″
″

町畝歩
23.09.21

狩尾村15.55.00

乙姫村1.80.00

永草村87.18

内牧村９．１２

役犬原村ほか49.00

小野田村1.59.00

黒川村2.82.00

不明

車帰村2.44.12

黒川村46.00

諸所96.21

〃３４．２１

阿蘇谷内牧手永手鑑

根頓前(以下吉良文瞥）

計18.32.00

山中弥市郎譲

長塩某譲

魚住武右衛門譲

寺西三左衛門譲

平井太郎兵衛譲

阿蘇大宮司譲

高城安記譲

奈須虎太謹



限
識
受
被
差
免

古
く
か
ら
の
一
領
一

町
ま
で
の
譲
受
を
許
可
し
て
い
る
。

寸
志
之
面
々
御
赦
免
開
、
向
錘

4７

義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
「
続
細
川
家
一

（
２
）
宝
暦
よ
り
天
｛

（
３
）
『
熊
本
藩
年
｛

（
４
）
書
抜
し
ら
蚤

（
５
）
「
官
職
制
度
一

（
６
）
欽
法
式
令
室

古
く
か
ら
の
一
領
一
疋
・
地
侍
の
ほ
か
新
興
階
級
の
在
御
家
人
の
土
地
集
菰
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

（
”
）

家
中
士
に
お
い
て
も
御
赦
免
開
を
集
菰
し
拡
大
再
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
一
村
弥
三
兵
衛
は
後
述
す
る
よ
う
に
父
弥
三
兵
衛
の

開
結
四
二
○
石
を
加
え
て
六
一
一
○
石
の
知
行
取
で
あ
っ
た
が
、
士
席
不
似
合
の
故
に
知
行
を
召
上
げ
ら
れ
、
養
子
靭
負
に
右
の
う
ち
旧
知
二
○

（
副
）

○
石
・
開
結
二
五
○
石
計
四
五
○
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
差
額
と
思
わ
れ
る
一
七
○
石
余
を
差
上
げ
た
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
に
は

沢
庄
兵
術
か
ら
誠
り
受
け
た
山
鹿
郡
方
保
田
村
の
う
ち
九
反
七
畝
と
沢
村
勘
助
か
ら
譲
り
受
け
た
玉
名
郡
坂
門
田
村
ほ
か
三
ヶ
村
の
う
ち
二
町

三
反
余
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
根
帳
の
付
替
が
な
さ
れ
て
な
い
た
め
注
記
さ
れ
て
そ
の
事
実
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
七
○
石

の
う
ち
に
は
ほ
か
に
も
そ
う
し
た
餓
受
が
な
か
っ
た
と
は
云
い
切
れ
な
い
。
少
く
と
も
右
の
二
ヶ
所
は
明
ら
か
に
譲
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
狸
）

幕
末
に
財
津
善
内
は
木
倉
村
六
反
余
、
田
島
村
一
町
五
反
余
、
田
口
村
四
反
余
、
白
木
村
一
一
一
反
余
、
太
郎
迫
村
ほ
か
一
一
一
村
に
一
町
一
反
余
な
ど

三
町
九
反
の
御
赦
免
開
を
買
得
し
た
ほ
か
一
○
町
余
を
質
地
に
取
っ
て
一
五
○
俵
の
定
徳
米
を
あ
げ
た
、
ほ
か
に
御
赦
免
開
以
外
の
地
方
を
質

地
・
談
地
に
取
っ
て
莫
大
な
余
米
収
入
を
得
て
い
る
。
事
例
は
少
な
い
が
御
赦
免
開
は
そ
う
し
た
地
主
的
土
地
所
有
展
開
の
基
礎
と
し
て
の
意

「
続
細
川
家
譜
」
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
、
永
青
文
庫

宝
暦
よ
り
天
明
迄
郡
中
法
令
『
藩
法
集
』
二
八
○
頁

『
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
五
六
頁

書
抜
し
ら
べ
郡
府
旧
記
『
藩
法
集
」
三
三
五
頁

「
官
職
制
度
考
」
『
肥
後
文
献
叢
書
」
Ｈ
一
七
一
頁

（
ｗ
）

寸
志
御
家
人
の
場
合
に
も
そ
の
財
力
に
よ
っ
て
御
赦
免
開
を
集
菰
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
文
政
一
一
一
年
の
達
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
一
○

）
欽
法
式
令
『
藩
法
集
」
九
三
頁

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

向
後
識
受
難
叶
段
及
連
置
候
通
候
処
、
三
郡
新
地
寸
志
之
面
々
一
一
限
、
別
段
を
以
是
迄
所
持
之
外
畝
数
拾
丁
を



四

4８

（
１
）

御
赦
免
開
を
差
上
げ
て
知
行
高
に
繰
込
む
こ
と
を
開
結
と
い
う
。
細
川
氏
に
お
け
る
開
結
は
既
に
豊
前
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る

が
、
豊
前
時
代
に
つ
い
て
は
詳
細
は
判
ら
な
い
。
肥
後
領
に
お
い
て
は
第
７
表
の
Ⅳ
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
九
例
が
阿
蘇
組
に
属
す
る
財
津
一

党
で
あ
る
。
財
津
一
党
は
豊
前
で
取
立
て
ら
れ
、
一
族
八
人
が
知
行
百
五
十
石
拝
領
し
て
、
宇
佐
郡
に
在
宅
し
て
い
た
が
、
細
川
忠
利
に
従
っ

て
入
国
し
、
「
寛
永
十
年
右
之
御
知
行
者
被
召
上
、
一
人
一
一
御
知
行
五
拾
石
宛
拝
領
仕
候
小
身
一
一
御
座
候
而
在
宅
仕
開
地
を
茂
可
仕
旨
被
仰
付

（
２
）

候
二
付
、
阿
蘇
郡
江
在
宅
仕
候
、
其
後
御
知
行
被
下
置
御
奉
公
相
勤
不
申
段
恐
多
奉
存
候
旨
奉
願
候
付
、
坂
梨
番
被
仰
付
相
勤
申
候
」
と
い
う

（
３
）

家
柄
で
、
慶
安
元
年
「
御
侍
免
撫
帳
」
で
は
す
べ
て
知
行
五
○
石
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
阿
蘇
に
在
地
し
て
坂
梨
口
御
番
を
勤
め
る
傍
ら
御
赦
面

開
地
を
経
営
し
、
開
地
を
知
行
に
願
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
庫
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
し
に
、
知
行
取
の
身
分
を
狸
得
し
た
、
財
津
藤
兵
術

は
「
財
津
平
左
衛
門
弟
一
一
而
開
地
高
六
拾
石
御
知
行
二
被
直
下
候
様
奉
願
、
元
禄
四
年
願
通
被
仰
付
、
其
後
猶
開
地
高
百
三
拾
石
御
知
行
被
直

（
４
）

下
都
合
百
九
拾
石
代
々
相
続
」
し
た
し
、
財
津
新
蔵
は
「
先
祖
財
津
作
之
進
開
地
高
五
拾
石
を
御
知
行
被
直
下
、
一
二
代
目
財
津
新
蔵
猶
又
開
地

２２２１２０１７１６１４１３１１１０９

需謹瞬亜冒

識撫
景溌溌懲三
貢一手語年書潔
羅運諦吾鋤
一文一正熊鴻
松庫八徳 本 本 庄

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

（
７
）
番
抜
し
ら
べ
郡
府
旧
記
「
藩
法
集
」
三
二
八
頁

（
８
）
「
元
禄
七
年
宮
崎
市
十
郎
聞
方
覚
」
永
宵
文
庫
（
『
熊
本
県
未
解
放
部
落
史
研
究
』
第
三
集
所
収
）

（
９
）
「
合
志
郡
竹
迫
手
氷
三
万
田
村
財
津
庄
大
夫
殿
元
禄
十
四
年
開
畑
高
積
帳
写
」
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

（
、
）
、
（
四
）
「
肥
後
藩
後
期
法
令
集
」
松
本
蔵

（
ｕ
）
、
（
翌
、
（
超
）
里
ロ
良
文
書
写
」
熊
本
大
学
法
文
学
部
国
史
研
究
室

庫松
本
蔵

五
年
。
永
宵
文
庫

一
頁
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開結と知行所第７表

１氏名は開結を受けた者である２知行所の数字は石高を示す
開結年次までは「先祖付」・「旧知・准旧知・開結」、知行所は「肥陽諸士鑑」「御家知中行六」によるの

寺

氏名
知行高

計 開 結 高
開結 年 次 知 行所

財津八兵衛

〃藤右衛門
〃 新蔵

〃平右衛門

〃弥次兵衛

〃庄大夫

江島安左衛門

〃六右衛門

日隈杢大夫

寺本兵右衛門

牧八郎右衛門

隈部七郎左衛門

渡辺源之允

一村弥三兵衛

上村八兵衛

平川喜八郎
西沢文右衛門

100

190

164

ﾕ50

100

5０

180

151

552

250

126

150

620

２１５

5０

60＋130

50＋１１４

100

２００

5０

130

101

552

100

7６

150

４２０

215

160

明暦８

元禄4＋正徳４

＋正徳４

元禄1４

４
４

毒
嘩

元禄９

皿
廻
６
４

率
趣
毒
趣
享保2１

豊前

(阿蘇)小倉､綾野､黒流町､小野田､成川､黒川､西町､井手

（〃）小野田､役犬原､西町､蔵原､狩尾､中原､小宮地

(阿蘇)中原､宮地

(合志)三万田、
本)正院仁王堂

(玉名)高野､白木､西安寺､上白木､原倉、（山

(阿蘇)西宮地､小野田､黒川

(阿蘇)小野田､狩尾､塩塚､井手

(阿蘇)宮地､井手､坂梨､役犬原

(宇土)戸馳

〔(上益城)篠原､高山〕(上益城)田小野

篭搬溌醗原姫井､(合志)福本(王名)上中富､下
(阿蘇)山田､跡ケ瀬

〔(山
平野鵠

宮原､(山鹿)上御宇田〕(菊池)広瀬古閑､(玉名)立山、
郷)上中

(阿蘇)山田､的石､赤水､狩尾､永草､乙姫(合志)高永､鳥栖



現
商
千
九
拾
八
石
八
斗
余

現
高
四
拾
五
万
千
二
百
六
拾
三
石
余

5０

（
５
）

高
百
拾
石
余
仕
立
憧
候
を
本
知
に
合
百
六
拾
四
石
六
斗
被
下
置
」
た
も
の
で
、
彼
ら
の
知
行
は
全
ノ
、
開
結
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
財
津
一
党

も
知
行
百
石
以
上
に
な
る
と
番
方
に
出
世
し
阿
蘇
組
を
離
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
開
結
に
よ
っ
て
番
方
の
地
位
を
漣
得
す
る
の
で
あ
る
。

渡
辺
源
之
允
は
も
と
阿
蘇
家
家
臣
と
思
わ
れ
る
が
阿
蘇
郡
的
石
・
山
田
に
所
持
し
た
開
地
を
差
上
げ
て
知
行
収
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
隈
部
七
郎
左
衛
門
は
御
惣
庄
屋
・
代
官
か
ら
登
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
旧
知
・
准
旧
知
・
開
結
」
に

先
祖
中
富
庄
左
衛
門
寛
永
年
中
御
代
官
被
召
出
御
知
行
弐
拾
石
被
下
置
役
儀
共
五
代
相
続
、
五
代
目
隈
部
七
郎
左
衛
門
寸
志
銀
差
上
候
付

三
拾
石
御
加
増
、
其
御
開
地
高
七
拾
六
石
四
斗
余
御
知
行
被
直
下
、
都
合
百
弐
拾
六
石
余
被
下
置
、
二
代
相
続
、
三
代
目
百
石
被
下
置
、

四
代
五
代
相
続
、
七
代
目
弐
拾
三
石
余
減
、
開
候
分
七
拾
六
石
四
斗
余
被
下
腫

と
あ
る
。
こ
の
場
合
「
世
減
之
規
矩
」
に
よ
っ
て
減
知
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
普
通
の
場
合
百
石
か
ら
の
落
席
は
御
中
小
姓
な
い
し
御
擬

作
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
開
結
分
の
知
行
取
席
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
開
結
の
場
合
は
開
地
を
藩
に
差
上
げ
た
と
は
云
っ
て
も
若

（
６
）

千
の
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
幕
末
の
「
侍
帳
」
隈
部
五
左
衛
門
の
項
に
は
、
「
録
ハ
開
結
席
ハ
寸
志
追
テ
考
へ
シ
」

と
の
注
記
が
入
っ
て
い
て
、
そ
の
取
扱
い
に
迷
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
が
、
本
知
・
寸
志
・
開
結
に
よ
っ
て
知
行
を
栂
成
す
る
特
殊
な
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
本
知
・
寸
志
分
は
減
知
さ
れ
た
が
、
開
結
分
は
代
々
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
７
）

一
村
弥
一
一
一
兵
衛
の
先
祖
弥
一
一
一
兵
衛
は
、
有
馬
陣
に
浪
人
と
し
て
働
き
、
帰
陣
後
二
百
石
を
拝
領
し
た
。
嫡
子
弥
三
兵
衛
が
仕
立
て
た
開
地
を

知
行
と
し
て
願
出
た
が
、
そ
の
開
地
は
四
百
二
十
石
ｌ
村
数
五
十
ケ
村
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
開
結
高
は
御
郡
方
に
お
い
て
は
所
付
目
録
と
田
畠
開
一
紙
秋
帳
を
作
成
し
、
こ
れ
を
本
人
に
対
し
て
は
地
方
宛
行
と
し
て
渡
す
ほ

（
８
）

か
、
藩
庁
で
は
直
ち
に
給
知
高
に
繰
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
本
方
上
知
覚
帳
」
で
み
る
と
、
一
元
禄
四
年
に
は

一
高
四
拾
五
万
七
千
五
百
九
拾
弐
石
余
御
給
知

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開



5１

わ
れ
る
。

る
と
い
う
効
果
が
あ
っ
た
。

と
あ
る
。
こ
の
年
四
月
開
結
と
な
っ
た
百
三
十
石
財
津
藤
右
衛
門
・
五
十
石
財
津
平
四
郎
・
百
三
十
石
江
島
伝
四
郎
の
分
は
直
ち
に
給
知
高
に

編
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
藩
は
御
赦
免
開
を
繰
り
入
れ
て
広
義
の
本
方
の
増
大
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
藩
財
政
の
負
担
な

し
に
家
臣
へ
の
加
増
を
果
し
得
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
っ
た
し
、
家
臣
に
と
っ
て
は
家
禄
で
表
示
さ
れ
る
家
格
の
上
昇
を
可
能
に
す

し
か
し
熟
田
畠
で
あ
る
本
方
に
加
え
る
以
上
は
、
単
に
開
地
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
田
並
み
の
年
貢
収
入
が
期
待
で
き

る
開
地
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
開
結
が
寛
文
年
間
以
後
に
し
か
み
ら
れ
な
い
の
は
そ
う
し
た
地
味
・
生
産
力
の
安
定
に
よ
る
も
の
と
思

（
、
″
）
９
６
１
８

と
こ
ろ
が
、
元
文
二
年
に
至
っ
て
開
結
は
著
し
く
制
限
さ
れ
た
。
「
口
上
書
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

前
々
，
が
御
赦
免
開
所
持
之
面
々
、
依
願
御
知
行
二
被
直
下
候
茂
有
之
候
得
共
、
向
後
者
通
例
之
願
筋
二
て
者
難
仰
付
侯
、
然
共
無
拠
願
之

筋
目
有
之
、
開
地
二
仕
立
百
姓
闘
居
候
而
、
地
居
り
地
味
等
本
知
茂
同
前
程
之
開
地
二
候
者
、
其
望
之
品
一
一
よ
り
御
知
行
二
被
直
下
候
茂

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

佐
野
佐
大
夫
・
牧
丞
大
夫
・
野
田
吉
之
丞
…
…
…
上
知
分

残
四
拾
五
万
弐
千
六
百
九
拾
弐
石
余
現
高

現
高
四
拾
五
万
三
千
六
百
九
拾
四
石
余

合
四
拾
五
万
九
千
百
弐
拾
石

一
高
千
弐
百
石
佐
睡

現
高
三
百
三
拾
弐
石
九
斗
余

一
高
三
百
拾
石
余
財
津
平
四
郎
・
財
津
藤
右
衛
門
・
江
島
伝
四
郎
開
地
知
行
二
直
被
下
分

内
上
知
分
引

以
上



5２

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

可
有
之
哉
、
常
弊
之
出
作
開
二
て
少
宛
郡
数
所
々
一
一
飛
散
有
之
、
不
定
之
地
二
て
候
者
願
難
被
為
叶
旨
候
事
。

前
に
述
べ
た
開
結
の
藩
Ⅱ
御
郡
方
・
知
行
取
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
時
、
こ
の
制
限
は
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
面
に
よ

る
限
り
で
は
「
無
拠
願
之
筋
目
」
あ
る
場
合
に
許
可
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
家
格
の
問
題
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
と
く
に
開
結
を
願
出
る
事
例
は
家
格
の
上
昇
を
望
む
小
知
・
在
地
厨
に
集
中
し
て
お
り
、
彼
ら
の
進
出
に
よ
る
家
格
の
混
乱
が
問
題
化
し

て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
宝
暦
の
改
革
に
お
け
る
「
世
減
之
規
矩
」
「
嗣
鼠
錘
」
は
禄
制
改
革
と
家
格
相
続
を
問
題
に
し
て
お
り
、
そ
れ

は
前
代
の
事
例
を
継
承
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
家
格
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

開
結
の
制
は
右
の
よ
う
な
家
士
層
の
予
盾
を
増
大
し
た
割
に
は
、
知
行
政
策
と
し
て
効
果
が
あ
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
と
く
に
知
行
取
の
年

貢
直
所
務
を
廃
止
し
た
正
徳
三
年
以
降
に
お
い
て
は
、
小
知
・
在
地
層
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
制
度
で
は
な
か
っ
た
し
、
藩
当
局
に
と
つ
て
も

か
樫
る
緩
漫
な
本
方
増
加
策
で
は
乗
り
切
れ
な
い
ほ
ど
財
政
窮
乏
は
切
迫
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
で
享
保
期
に
は
知
行
政
策
の
娠
換
が
必
要

で
あ
っ
た
。
元
文
二
年
の
開
結
の
制
限
は
そ
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

知
行
政
策
の
新
し
い
方
策
と
し
て
登
場
す
る
の
が
享
保
一
七
年
新
地
手
開
禁
止
と
前
後
し
て
出
さ
れ
た
寸
志
知
行
拝
領
の
制
度
で
あ
る
。
こ

の
制
度
が
封
建
的
身
分
制
度
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
藩
財
政
維
持
の
た
め
に
開
結
に
代
る
も
の
と
し
て
出
現

（
洲
）

し
た
。
す
で
に
宝
永
六
年
の
御
普
請
御
手
伝
に
応
じ
て
、
木
村
安
右
衛
門
が
七
○
○
石
の
知
行
取
に
登
用
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
宝
永

Ｉ
宝
暦
年
間
に
一
八
名
の
寸
志
知
行
取
を
数
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
制
度
が
確
実
な
も
の
と
し
て
固
定
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
宝
暦
期
以

（
咽
）

後
は
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
寸
志
制
度
が
採
用
さ
れ
、
各
地
に
寸
志
御
家
人
層
の
輩
出
を
み
る
に
至
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
浮
び
上

っ
て
く
る
の
が
、
野
開
に
よ
っ
て
資
力
を
蓄
え
た
富
農
層
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
西
沢
四
助
の
「
先
祖
付
」
（
永
宵
文
庫
）
に
「
私
祖
父
西
沢
文
右
衛
門
儀
三
斉
棟
御
代
於
丹
後
慶
長
五
年
二
被
召
出
、
於
豊
前
御
知
行
五
百
石
被
拝

領
．
：
…
、
豊
前
二
而
開
地
仕
本
知
合
六
百
八
十
石
被
仰
付
睡
、
当
国
二
而
開
地
分
者
不
被
為
拝
領
」
と
あ
る
。

（
２
）
「
先
祖
付
」
永
宵
文
庫
、
財
津
猪
兵
衛
の
項

（
３
）
「
御
侍
免
撫
根
」
前
出
「
肥
後
藩
の
経
済
栂
造
』
所
収



（
４
）
、
（
５
）
、
（
７
）
「
先
祖
付
」
永
宵
文
庫

（
６
）
「
細
川
藩
士
石
高
」
熊
本
市
平
田
町
木
下
嘉
八
氏
蔵

（
８
）
「
覚
帳
」
永
青
文
庫
、
元
禄
元
年
ヨ
リ
元
禄
十
二
年

（
９
）
「
先
例
略
記
」
熊
本
大
学
図
書
館
蔵
松
井
文
庫

（
、
）
西
山
禎
一
氏
「
閏
蔭
令
」
（
「
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
５
）

（
、
）
『
熊
本
藩
年
表
稿
』
宝
永
６
年
２
月
調
日
条

（
狸
）
森
田
誠
一
氏
「
前
掲
稔
文
」

結
び

5３

ｉ
ｌ

以
上
御
赦
免
開
に
つ
い
て
概
観
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

仙
御
赦
免
開
（
上
り
開
を
含
む
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
行
な
わ
れ
た
武
士
層
に
よ
る
開
発
で
あ
り
、
延
宝
期
以
後
新
規
開
発
は
禁
止
さ

れ
た
け
れ
ど
も
既
開
発
地
は
武
士
層
に
よ
る
地
主
的
土
地
所
有
と
し
て
広
く
藩
全
域
に
存
続
し
た
こ
と
。

②
こ
れ
ら
御
赦
免
開
に
お
い
て
は
、
武
士
層
の
地
主
的
所
有
の
も
と
に
、
耕
作
麗
民
の
腿
民
的
土
地
所
有
桁
Ⅱ
下
作
椛
が
あ
り
、
両
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
所
有
権
を
質
入
・
譲
渡
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
意
味
で
は
完
全
な
私
有
と
認
め
ら
れ
る
。

③
武
士
層
の
御
赦
免
開
は
、
そ
の
身
分
喪
失
に
よ
っ
て
上
り
開
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
開
発
地
を
収
公
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
地
租
負
担
上
の
特
権
を
剥
奪
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
地
主
と
し
て
の
所
有
権
は
保
た
れ
た

側
初
期
に
お
い
て
は
御
赦
免
開
を
知
行
に
編
入
す
る
い
わ
ゆ
る
開
結
が
認
め
ら
れ
た
が
、
現
実
に
開
結
を
な
し
た
階
屑
は
小
知
在
地
圃
に

限
ら
れ
一
般
的
な
形
態
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
家
格
と
の
関
係
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
。

⑤
享
保
期
に
藩
財
政
の
行
き
詰
り
を
反
映
し
て
知
行
政
策
が
変
更
さ
れ
、
寸
志
増
徴
に
期
待
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
寸
志
知
行

取
さ
ら
に
は
寸
志
在
御
家
人
の
制
が
出
現
し
、
御
赦
免
開
の
所
持
階
層
が
拡
大
し
て
行
く
こ
と
。

（
１
）

明
治
三
年
の
「
明
手
上
開
」
に
よ
り
「
家
禄
被
為
拝
領
御
赦
免
開
御
引
上
被
付
候
、
徳
米
官
納
」
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
御
赦
免
開
の
収
公

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開



注
（
１
）

明
午
上
開
徳
米
官
納
鯛
帳
」
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
藤
本
文
書

（
付
妃
）
本
稿
は
昭
和
五
十
二
年
度
科
学
研
究
費
（
一
般
研
究
Ｄ
）
に
よ
る
「
細
川
家
侍
帳
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

5４

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
御
赦
免
開

で
は
な
く
、
免
税
の
特
権
を
剥
奪
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
上
り
開
の
関
係
か
ら
容
易
に
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
午

上
開
が
、
如
何
な
る
意
図
の
も
と
に
、
如
何
な
る
過
程
で
進
行
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

近
世
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所
有
が
、
近
代
の
地
主
制
と
如
何
に
関
連
す
る
か
も
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
置
き
た

い
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